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ダニ類であるマダニや昆虫類であるシラミ、

ミなど節足動物はヒトの体表に寄生すること

あり、蚊もヒトを刺し吸血します。これらはリ

ッチア、コクシエラ、ボレリア、フラビウイルス

マラリア原虫などの微生物のベクター（媒介

物）となる場合があるのみならず（表参照）

節足動物の寄生そのもの(infestation)が患

のクオリティーオブライフを損ね、さらにノル

ェー疥癬のように重大な問題となる場合もあ

ます。したがってこれら節足動物の排除や伝

播予防策は感染対策における重要な事項

ひとつです 3)。 
 
器具、物品、環境に存在する節足動物に対

て、通常の消毒薬は無効と思われ、洗浄、

燥、塵埃の除去などにより物理的に駆除す

ことを基本とします。やむなく殺虫剤を使用

る場合には、その安全性について慎重な考

が必要と思われます。節足動物を念頭にお

た手洗いは流水と石けんにより行うことを基

とします。 
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ヒゼンダニとケジラミについて 

 
今回は寄生そのものが問題となるヒゼンダ

とケジラミの伝播予防策について述べます
 
 
Sarcoptes scabiei（ヒゼンダニ） 
 
ヒゼンダニはダニ類の節足動物で、ヒトの指

陰茎、陰嚢、腹部など柔らかい皮膚に寄生

その雌虫は角皮内にトンネルを作り産卵し

す。卵は 3～4 日で孵化し、さらに 2 週間程

成虫となり、そのライフサイクルは 30～60
と言われています 4)5)。 
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感染起因微生物 主なベクター 
Orientia tsutsugamusi 
ツツガムシ病リケッチア 

ツツガムシ 

Rickettsia japonica 
日本紅斑熱リケッチア 

マダニ類 

Rickettsia prowazekii 
発疹チフスリケッチア 

シラミ 

Coxiella burnetii 
Q 熱コクシエラ 

ダニなど 

Borrelia recurrentis 
回帰熱ボレリア 

シラミ 

Borrelia burgdorferi 
ライム病ボレリア 

マダニ 

Dengue virus 
デングウイルス 

ネッタイシマカ 

Yellow fever virus 
黄熱ウイルス 

ネッタイシマカ 

Japanese encephalitis 
virus 
日本脳炎ウイルス 

コガタアカイエカ 

West-Nile virus 
ウエストナイルウイルス 

イエカ、ヤブカなど

Plasmodium spp. 
マラリア原虫 

シナハマダラカな

ど 
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ニ

。 ヒゼンダニは激しい痒みを伴う赤色の丘疹や

水泡を症状とする疥癬をもたらします。免疫力

の低下した高齢者、移植患者、免疫不全患者

などにおいては、寄生するヒゼンダニが通常

の疥癬にみられる数十匹から数百万匹に異常

増殖し、寄生が全身に及んで重症化すること

があり、この場合をノルウェー疥癬（または角

化型・痂皮型疥癬）と呼びます。ノルウェー疥

癬は敗血症を誘発することがあります。国内

外で老人施設や病院などにおける疥癬および

ノルウェー疥癬の集団発生が多く報告されて

います 6)7)8)。 
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ヒゼンダニは疥癬症例との濃密な接触により

伝播するため、疥癬症例には場合によりビニ

ール製ガウンの着用やヒゼンダニが付着する

恐れのある器具の専用化など接触予防策に

準じた対策を行います 9)。繊維製のガウン・器

具などにはヒゼンダニが付着・潜入しやすいこ

とに注意が必要です。通常の疥癬の場合には

あまり伝播力が強くないため個室隔離などの

対策は不要であるが、ノルウェー疥癬の場合

には、皮膚より剥離した落屑とともに多数のヒ

ゼンダニを拡散するため、個室隔離が必要と

言われています 10)。なお、ヒゼンダニを含む

落屑は吸引清掃で除去します。 
 
ヒゼンダニは人体外で長期間生存できません。

低温多湿の環境ではヒゼンダニが 2 週間生

存することもありますが、熱と乾燥に弱いため

50℃10 分間の処理で卵も含めて殺滅でき、ま

た寝具などに存在するヒゼンダニはヒトと接触

しないよう別置すれば 3 日～2 週間程度で殺

滅できると言われています 4)6)10)。 
 
疥癬症例が身に付けた衣服・リネンなどは他

と区別してビニール袋に入れ、洗濯・洗浄し乾

燥させます。またベッドなど寝具は熱乾燥また

はなるべく 2 週間の別置を行ってから他の患

者に使用します。 
 
ノルウェー疥癬症例の場合には、さらに厳密な

対策が必要です。衣服・リネンなどは他と区別

してビニール袋に入れ、ヒゼンダニが作業者に

移行しないよう注意して取り扱い、熱水により

洗濯・洗浄するか、もしくは熱水に 10 分間浸

漬してから洗濯・洗浄し、乾燥させます。症例

に密接した器具・用具・ベッドを含む寝具など

で洗浄できないものは、熱乾燥またはなるべく

2 週間の別置を行ってから他の患者に使用し

ます。症例の使用した個室はなるべく 2 週間

他の患者に供しないか、それが不可能な場合

には安全性を慎重に考慮した上で殺虫剤を使

用してヒゼンダニを駆除します 6)10)。これら

の目的において、通常の消毒薬は無効と思わ

れます。 
 
 
Pthirus pubis（ケジラミ） 
 
ヒトに寄生するシラミには、恥部に寄生する

Pthirus pubis（ケジラミ）、頭部に寄生する

Pediculus humanus var capitis（アタマシラ

ミ）、体に寄生する Pediculus humanus var 
corporis（キモノシラミ）があり、瘙痒症をもたら

して患者のクオリティーオブライフを損ねます。

ケジラミは毛の付け根部分に産卵し、卵は 6
～10 日で孵化し、10 日以内に成虫となります。

直接接触により伝播するため性行為が主な伝

播経路ですが 4)6)、感染症例には接触予防

策を行い 9)11)、その衣服、リネンなどは十分

に洗浄します。 
 
ヒトに寄生しない節足動物の場合でも、その体

表が高度に微生物汚染されている場合もある

と思われますので、日常的な清掃と防虫対策

によりそれらを排除することは感染対策におけ

る重要な事項と言えます。 
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